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【手続補正書】
【提出日】平成27年1月22日(2015.1.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電話通信部を備えた携帯電話機の制御部を、
　ユーザの操作を検出する操作検出手段、
　前記電話通信部に対する電話の着信を検出する着信検出手段、
　再生音を出力するオーディオ機器と通信し、該オーディオ機器において選択されている
オーディオソースの情報を取得する動作状態取得手段、および、
　前記操作検出手段がユーザの操作を検出したとき、その操作に応じた制御内容のコマン
ドメッセージを前記オーディオ機器に対して送信し、前記着信検出手段が電話の着信を検
出したとき、前記オーディオ機器に対して前記選択されているオーディオソースに応じて
前記再生音を制御する内容のコマンドメッセージを送信するコマンド送信手段、
　として機能させるオーディオ機器制御プログラム。
【請求項２】
　前記着信検出手段は、前記電話の着信状態または通話状態が終了したことをさらに検出
し、
　前記コマンド送信手段は、前記着信検出手段が前記電話の着信状態または通話状態が終
了したことを検出したとき、前記着信検出手段が電話の着信を検出したときとは逆の制御
内容のコマンドメッセージを前記オーディオ機器に対して送信する
　請求項１に記載のオーディオ機器制御プログラム。
【請求項３】
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　請求項１または請求項２に記載のオーディオ機器制御プログラムを記憶する記憶部と、
電話通信を行う電話通信部と、前記記憶部に記憶されているプログラムを実行する制御部
と、を備えた携帯電話機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明の第１の側面によって提供されるオーディオ機器制御プログラムは、電話通信部
を備えた携帯電話機の制御部を、ユーザの操作を検出する操作検出手段、前記電話通信部
に対する電話の着信を検出する着信検出手段、再生音を出力するオーディオ機器と通信し
、該オーディオ機器において選択されているオーディオソースの情報を取得する動作状態
取得手段、および、前記操作検出手段がユーザの操作を検出したとき、その操作に応じた
制御内容のコマンドメッセージを前記オーディオ機器に対して送信し、前記着信検出手段
が電話の着信を検出したとき、前記オーディオ機器に対して前記選択されているオーディ
オソースに応じて前記再生音を制御する内容のコマンドメッセージを送信するコマンド送
信手段、として機能させることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明の第２の側面によって提供される携帯電話機は、上記オーディオ機器制御プログ
ラムを記憶する記憶部と、電話通信を行う電話通信部と、前記記憶部に記憶されているプ
ログラムを実行する制御部と、を備えたことを特徴とする。
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